
生物多様性総合評価報告書案に用いたデータの引用文献リスト
データ データ名 引用文献

国土交通省，土地白書．
農林水産省，森林資源現況調査、耕地及び作付面積、土地利用基盤整備基本調査．
国土交通省，土地白書．
農林水産省，森林資源現況調査．
農林水産省，耕地及び作付面積．
農林水産省，土地利用基盤整備基本調査．
環境省，自然環境保全基礎調査．
国土地理院，湖沼湿原調査．
国土地理院，国土面積調査．
林野庁，鳥獣関係統計．
環境庁，鳥獣関係統計．
環境省，鳥獣関係統計．

3-① 湖沼・海域における全窒素
濃度および全リン濃度の推

環境省，2007：平成18年度公共用水域水質測定結果．

環境省，2002：改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック－1（哺乳類）．
環境庁，2000：改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック－3（爬虫類・両生
環境省，2003：改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック－4（汽水・淡水魚
環境庁，2000：改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック－8（植物I（維管束
Fujita et al．，未発表．
環境省，2007：日本の絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト，植物Ⅰ維管束植物．
環境省資料．
林野庁資料．
国土交通省資料．
環境省業務資料（自然環境保全基礎調査等）．
国土交通省，国土数値情報．
環境省資料．
文化庁資料．

6-② 都道府県版RL, RDBと希少
種条例を作成・制定した都
道府県数の推移

各都道府県の公表資料．

総務省，日本長期統計総覧．
総務省，日本の長期統計系列．

7-③ 耕作放棄地面積推移 農林水産省，2003：農業センサス累年統計書．
8-① 特定鳥獣保護管理計画の

策定数の推移
環境省資料．

9-② 海外から輸入される　「生き
ている動物」等の輸入量の

財務省貿易月表．

9-③ 海外から輸入される「生きて
いる動物」の近年の輸入数
の推移

財務省貿易月表．

国土交通省，河川水辺の国勢調査．
金子陽春，若林務：1998，つり人ノベルズ．
環境省，自然環境保全基礎調査．
環境省2007：平成18年度自然環境保全基礎調査・種の多様性調査（アライグマ生息情報収集）業

10-①
主要汚染物質の検出割合
経年推移（魚類）

環境省，化学物質環境実態調査．

11-① 特定外来生物等の種類数 環境省資料

12-②
石西礁湖におけるサンゴ白
化時の温度との関係

岡本ほか，2007：石西礁湖におけるサンゴ白化時の温度環境について水産海洋研究 ，71(2) ，
112-121．

12-⑨
ソメイヨシノの開花日の変化
と気温との関係

樋口ほか，2009：温暖化が生物季節、分布、個体数に与える影響，地球環境，14(2)，189-198．

環境省（2004），新・生物多様性国家戦略の実施状況の点検結果（第2回）
内閣府大臣官房政府広報室，平成21年6月：環境問題に関する世論調査．
OECD/DAC資料
OECD/DAC・CRSオンラインデータベース
Conservation International 資料．
FCPF資料．
世界銀行資料．

陸域における生態系の規模
等
陸水域・沿岸域における生
態系の規模等

1-③

2-① 狩猟者数の推移

4-② 生物分類群ごとの絶滅危惧
種の減少要因

土地利用の推移1-①

1-②

4-④ 維管束植物における年代別
の絶滅種数

5-① 主な保護地域の面積の推
移

侵略的な外来生物の分布
の拡大

生物多様性の認知度13-①

各生態系の保護地域カバー
率

5-②

6-① 「種指定天然記念物」と 「国
内希少野生動植物種」の指

14-① 日本の環境分野における
ODA金額の推移と生物多様
生物多様性の保全に関連
する基金等へ日本の拠出
割合

14-②

薪炭の生産量7-①

9-④

1
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データ
No.

データ名 引用文献

15-①
森林面積（天然林・人工林）
の推移

林野庁資料

総務省統計局，日本長期統計総覧．
農林水産省統計部，ポケット農林水産統計．
環境省，1978：第2回自然環境保全基礎調査哺乳類分布調査．
環境省，2003：第6回自然環境保全基礎調査哺乳類分布調査．

16-① 森林の分断状況 林野庁，2009，森林資源調査データによる動態変化解析事業報告書．

17-②

「生きている地球指数」（LPI
：Living Planet Index) 1978
年に対する1997-2002年の
鳥類の分布範囲の変化

Yamaura Y., Amano T., Mitsuda Y., Taki H. and Okabe K 2009: Does land-use change affect
biodiversity dynamics at macroecological scale? A case study of birds over the past 20 years in
Japan, Animal Conservation, 12, 110-119.

農林水産省，耕地及び作付面積統計．
農林水産省，2003：林業センサス累計統計書（昭和35年～平成12年）．
農林水産省，土地利用基盤整備基本調査．
農林水産省，農用地建設業務統計調査．
財団法人農林水産業生産性向上会議，日本農業基礎統計．
日本植物防疫協会，農薬要覧．

20-①
秋期の渡りにおける内陸性
のシギ、チドリの個体数の

天野・神山　未発表

農林水産省，作物統計．
農産業振興奨励会，2006，雑穀品種特性表改訂版．
東京都，1966～2008：東京都統計年鑑．
国土交通省，都市公園等整備現況調査．
建設省，都市緑化年報．
国土交通省，公園緑地関係資料.
社団法人日本公園緑地協会，機関誌「公園緑地」．

23-①
東京都におけるヒバリの分
布の変化

東京都鳥類繁殖調査報告書（昭和48年～昭和53年）．

23-②
東京都におけるメジロの分
布の変化

東京都鳥類繁殖状況調査報告書（平成5～9年度）．

24-④
河床の低下及び河道外へ
の土砂の搬出

国土交通省資料．

25-①
1900年以降のダムの竣工
数及び、累積総貯水量の推

国土交通省：平成17年度，国土数値情報，ダムデータ．

環境省，1985：第3回自然環境保全基礎調査，河川調査．
環境省，1998：第5回自然環境保全基礎調査，河川調査．
環境庁自然保護局，1980：第2回自然環境保全基礎調査河川調査報告書．
環境庁自然保護局，1987：第3回自然環境保全基礎調査河川調査報告書．
環境庁自然保護局，2000：第5回自然環境保全基礎調査河川調査報告書．

25-④ 主な湖沼の湖岸の改変状 環境庁自然保護局，1993：第4回自然環境保全基礎調査湖沼調査報告書．
笠井文絵，2006：絶滅危惧種藻類の生育調査，国立環境研究所ニュース，25巻5号．
国立環境研究所ホームページ：冊子  “しゃじくも”  車軸藻類の保全をめざして．

26-①
全国の湖沼におけるシャジ
クモの確認種数

環境省，2007：レッドリスト，植物Ⅱ．

26-②
一級河川における外来種の
確認種数

国土交通省，2008：河川水辺の国勢調査，1･2･3巡目調査結果総括検討（河川版）（生物調査）報
告．

27-① 浅海域の埋め立て面積の 国土地理院：国土面積調査．
27-② 海砂利採取量の推移 経済産業省，国土交通省：せとうちネット内資料，砂利採取業務状況報告書集計表．

環境省：第2回自然環境保全基礎調査．
環境省：第4回自然環境保全基礎調査．
環境省：第5回自然環境保全基礎調査．
環境省，1978：第2回自然環境保全基礎調査，サンゴ礁調査．
環境省，1992：第4回自然環境保全基礎調査，サンゴ礁調査．

28-①
秋季の渡り時に日本を通過
するシギ、チドリの個体数の

天野・神山　未発表

28-②
砂浜、干潟に生息する種の
漁業資源の変動

農林水産省，2005：漁業・養殖業生産統計年報．

29-①
漁獲量と海洋食物連鎖指数
（MTI）

水産庁：海面漁業魚種別漁獲量累年統計（全国）．

29-③ 漁獲量の長期トレンド 水産庁：海面漁業魚種別漁獲量累年統計（全国）．
環境省，1989：緊急に保護を要する動植物の種の選定調査，基礎資料，島嶼群別分布表．
環境省自然環境局，2006：平成17年度琉球諸島世界遺産候補地の重要地域調査委託業務報告
環境省，2007：日本の絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト，哺乳類．
環境省，2006：日本の絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト，両性類．
環境省，2006：日本の絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト，爬虫類．
日本政府，2010：世界遺産一覧表記載推薦書 小笠原諸島．
環境省，2007：日本の絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト，陸産貝類．
環境省，2007：日本の絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト，昆虫類．
環境省，2007：日本の絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト，植物Ⅰ維管束植物．

人工造林面積の推移15-②

15-③ ニホンジカの分布変化と捕
獲数の推移

東京都特別区の土地利用
の推移

22-①
③

図表　農地・草原の面積の
推移

19-①
②④

農薬・化学肥料の生産量の
推移

19-③

アワ、ヒエ、ソバ（雑穀類）の
作付面積の推移

21-①

25-② 一級河川及び主な二級河
川におけ魚類の遡上可能

25-③ 河川水際線の状況の推移

26-① 全国の湖沼におけるシャジ
クモの確認種数

30-①
南西諸島における固有種率
とその絶滅危惧種の割合

30-②
小笠原諸島における固有種
率とその絶滅危惧種の割合

27-
④⑤
⑥⑦
⑧

沿岸生態系の規模の変化
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データ以外の引用文献（暫定） 

 

第 I 章 第 1 節 わが国の自然環境と生態系 

Yamashina Institute for Ornithology (2002) Atlas of Japanese Migratory Birds from 

1961 to 1995. Yamashina Institute for Ornithology, Chiba. 

天野一葉 2006 干潟を利用する渡り鳥の現状  地球環境  11.215〜226 

氷見山幸夫.1992.日本の近代化と土地利用変化 

環境省（編）2003 改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック 4 汽

水・淡水魚類．（財）自然環境研究センター 

農林水産省.食料需給表 

環境省（2002）新・生物多様性国家戦略．第 2 章 現状分析, 第 2 節 世界における日本の

生物多様性, 2 日本の生物多様性の特徴． 

環境省（2002）新・生物多様性国家戦略．第 2 章 現状分析, 第 2 節 世界における日本の

生物多様性, 3 日本の自然環境特性と生物多様性,（１）生物多様性を支える気候と地形

の特性． 

環境省（2002）新・生物多様性国家戦略．第 2 章 現状分析, 第 2 節 世界における日本の

生物多様性, 3 日本の自然環境特性と生物多様性,（２）植生と生物相の概観． 

環境省（2006）平成 17 年度琉球諸島世界遺産候補地の重要地域調査委託業務報告書． 

環境省（2007）第 3 次生物多様性国家戦略．第 1 部 生物多様性の保全及び持続可能な利用

に向けた戦略, 第 2 章 生物多様性の現状と課題, 第 4 節 生物多様性の現状, 2 日本の 

 

第Ｉ章 第 2 節 わが国の社会経済 

資源エネルギー庁.総合エネルギー統計. 

総務省.国勢調査 

農林水産省.食料需給表 

農林水産省.木材需給表 

内閣府.国民経済計算 

国立社会保障・人口問題研究所.2006.日本の将来推計人口（平成 18 年 12 月推計） 

国土交通省.平成 20 年度国土交通白書 

国土交通省総合政策局.建設投資推計及び建設投資見通し 

 

第 II 章 第 4 節 地球温暖化の評価 

IPCC の第 4 次評価報告書（2007） 

Primack, R., Ibanez, I., Higuchi, H., S-D, Lee., Miller-Rushing, A. J., Wilson, A. M., and 

Silander, J. A. 2009. Spatial and interspecific variability in phenological responses 
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to warming temperatures. Biological Conservation 142:2569-2577 

樋口広芳・小池重人・繁田真由美 2009 温暖化が生物季節、分布、個体数に与える影響 

地球環境 Vol 14 １８９－１９８ 

 

第 III 章 第 1 節 森林生態系の評価 

藤田和幸, 2005：マツ材線虫病被害拡大への温暖化の影響, 森林総合研究所東北支所研究情

報, 4(4), 1-6． 

Rachel Hembery, Anna Jenkins, George White and Beatrix Richards 2007 Illegal 

Logging Cut It Out! The UK’s role in the trade inillegal timber and wood 

products 

由井 正敏, 関山 房兵, 根本 理, 小原 徳応, 田村 剛, 青山 一郎, 荒木田 直也 2005   

北上高地におけるイヌワシ Aquila chrysaetos 個体群の繁殖成功率低下と植生変化の関係  

日本鳥学会誌 54 67-78  

由井 正敏 (2007) 北上高地のイヌワシ Aquila chrysaetos と林業 . 日鳥学誌 56: 1-8 

小林 昭裕, “大雪山国立公園の登山道の生態的インパクトに対する利用者の評価に関する

基礎的研究”: ランドスケープ研究, Vol. 68 No. 5, 737-742, (2005)  

Yamaura Y., Amano T., Mitsuda Y., Taki H. and Okabe K 2009: Does land-use change 

affect biodiversity dynamics at macroecological scale? A case study of birds over the 

past 20 years in Japan, Animal Conservation, 12, 110-119. 

森林における生物多様性保全の推進方策検討会 2009 森林における生物多様性の保全及び

持続可能な利用の推進方策 

Shigeo KOBAYASHI and Yuzo FUJIMAKI 1985 Breeding Bird Communities in a 

Deciduous Broad-leaved Wood and a Larch Plantation Japanese Journal of 

Ornithology 34 57-63. 

 

第 III 章 第 2 節 農地生態系の評価 

藤岡正博 1998 サギが警告する田んぼの危機．「水辺環境の保全ー生物群集の視点から

―」（江崎保男・田中哲夫編）．pp35-51 朝倉書店 東京． 

松井 明, 佐藤 政良 (2006) 水田小排水路における水路構造が水生生物に及ぼす影響 . 応

用生態工学 9: 191-201  

嶺田 拓也, 石田 憲治, “希少な沈水植物の保全における小規模なため池の役割”: ランド

スケープ研究, Vol. 69 No. 5, 577-580, (2006) . 

中曽根 英雄, 山下 泉, 黒田 久雄, 加藤 亮, (2000) 茶園地帯の過剰窒素施肥がため池の水

質に及ぼす影響 , 水環境学会誌, 23, 374-377 . 

茨城県下館市の水田圃場整備によって造成された排水路系における水生生物の分布 

日鷹 一雅 1998 水田における生物多様性保全と環境修復型農法 日本生態学会誌 48 
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167－178 

角野 康郎 (2007): 達古武沼における過去 30 年間の水生植物相の変遷 . 陸水学雑誌, 68: 

105-108 . 

嶺田 拓也, 石田 憲治, “希少な沈水植物の保全における小規模なため池の役割”: ランド

スケープ研究, Vol. 69 No. 5, 577-580, (2006) . 

鷲谷いづみ 1998 保全生態学からみたセイヨウオオマルハナバチの侵入問題 日本生態

学会誌 48 73-78 

秋篠宮文仁・小宮輝之，2009：日本の家畜・家禽，株式会社学習研究社，pp270 

渡辺恵三・中村太士・加村邦茂・山田浩之・渡邊康玄・土屋進 2001 河川改修が低生魚

類の分布と生息環境に及ぼす影響 応用生態工学会誌 4: 133-146. 
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